
西多摩地域における自殺防止対策 ～遺された人へのフォロー～

西多摩保健医療圏 西多摩保健所

実 施 年 度 開始  平成１９年度、   終了（予定） 平成２０年度

背 景

平成１５年度から自殺予防を目的に「西多摩地域におけるうつ病対策」として産

業保健と連携し、うつ病の早期発見・早期対応への理解を深めてもらった。

また一般向け講演会やうつ病に関するリーフレットの作成配布などを行い、広く

普及啓発にも努めてきた。

この間に保健師活動の中で、身内を自殺で亡くした家族が長い間心を閉ざしてし

まったり、従業員の自殺を事前に気づくことができなかったと自責の念にかられる

職場の健康管理者を目の当たりにして“遺された人々への心のケア”等の事後対応

が、一次予防・二次予防につながるものと考え、地域の中で取り組むべき更なる課

題とした。

目 標

自殺及び自殺未遂は、その本人のみならず周りの人への影響も大きく、後追い自

殺者をだすこともあって、社会的な損失は大である。また、家族や身近な人を自殺

で亡くされた人たちは、自責の念にかられたり、社会的にひきこもりがちになるな

ど心の健康が保てないことが多い。自殺者及び未遂者の周りの人も含め第二の自殺

防止を図り、心身の安定を促すため、地域における支援体制の構築を図る。

事 業 内 容

[19 年度実績]

１ 研修会 対象者：所内職員及び市町村等の関係者

実施日時と参加者数：6/25 37 名 6/26 31 名

講師：ＮＰＯ自殺対策支援センター 西田氏・南部氏

２ 講演会 対象者：都民および関係者

     実施日時と参加者数：9/22 76 名

     講演会講師：南部氏(体験者・ＮＰＯ自殺対策支援センター)

   シンポジスト：清水氏・涌井氏・熊谷氏・大野、コーディネータ西田氏

   PR：管内８市町村・学校・教育委員会・医療機関・市町村公報・広報とう

きょう・一般紙・タウン誌・労働基準協会会報・保健所ホームページ

ポスター掲示（医療機関・市町村窓口・コンビニ・駅・学校・西多摩

地域産業保健センター・警察等）

３ 教室 対象者：自殺で家族を亡くされた方

実施日時と参加者数：9/23 5 名 11/30 2 名 1/25 0 名 3/14 4 名

    内容：グループワーク  ファシリテーター：西田・南部氏           

４ 普及啓発 保健所だより・一般住民向けリーフレットの作成

評 価

１自死遺族支援を行なうために、職員間や管内の関係者の認識を一つにすることを

目的に職員研修を行ない、他人事ではないという感想が多く聞かれた。

２講演会は一人ひとりの偏見をなくし支えあうことと、自死遺族が集まることを目

的に行なった。講演会後、自らの体験を語りたいという強い想いを訴える方もい

た。講演会により、会への参加者に呼びかけができた。

３わかちあいの会では担当した保健師や職員が手探り状態で関わったが、ファシリ

テーターの西田氏、南部氏がリードし、会を進めてくれた。

４参加者が安心して自らの気持ちが話せることで、回復していけるよう支援するこ

とが第二の自殺を防げることがわかった。

５家族を自殺で亡くしたことを言えないだけでなく、一家の働き手を失い自らが仕

事を持つ人が多いことから参加しやすい日時、場所を設定する必要性を実感し、

２０年度のわかちあいの会を決めた。

問い合わせ先

西多摩保健所 保健対策課 地域保健係

電    話 ０４２８－２２－６１４１

ファクシミリ ０４２８－２３－３９８７

E-mail    S0200160＠section.metro.tokyo.jp



１ 一次予防、二次予防としての自殺防止に向けた自殺予防プロジェクト活動

西多摩保健所管内の自殺者の状況を既存資料から調査したところ、西多摩地域での自殺死亡率

は全国や東京都と同様に、平成１０年から１３年に増加傾向を示し、特に４０から５０代の男性

の自殺率が高いことがわかった。そこで、西多摩保健所は平成１５年 4月～平成１７年 3月の 2
ヵ年計画で、西多摩地域におけるうつ対策「自殺防止プロジェクト」を立ち上げ、それを基盤に

地域保健と産業保健との連携によるうつ対策に取り組んだ。

西多摩地域の自殺予防に向けた自殺予防プロジェクト活動図
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２ 三次予防としての遺族支援の取組

平成１９年度は、これまでの自殺の一次予防としてうつ病に関する理解を高めるための普及啓発、

二次予防としてうつ病の早期発見と対応を基盤に、三次予防として自死遺族の支援を目的に、講演会

や自死遺族の集い「わかちあいの会」を開始した。

これにより、西多摩保健所では、自殺対策を総合的に取り組む体制ができた。

目 的

自殺対策の考え方

鹿児島県伊集院保健所作成冊子から引用（一部変更）
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３ 研修・講演会から

（１） 自死遺族支援を行なうために、職員間や管内の関係者の認識を一つにすることを目的に職員研

修を行ない、他人事ではないという感想が多く聞かれた。

（２） 講演会は一人ひとりの偏見をなくし支えあうことと、自死遺族が集まることを目的に行なった。

講演会後、自らの体験を語りたいという強い想いを訴える方もいた。講演会により、会への参

加者に呼びかけができた。

４ 平成１９年度 自死遺族の集い「わかちあいの会」

（１） 目的：自死遺族が安心して自らの痛みと向き合うことのできる場の提供と参加者一人ひとりが

それぞれのペースで回復していくことを支える

（２）開催回数：年４回実施

（３）開催場所：西多摩保健所



  世界日報

毎日新聞

       

  

              

翌日の新聞

2007,9,23(日)



平成１９年度に作成したリーフレット


